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もくじ熱
い
思
い
は
、
ァ
Ｔ
７
Ｙ
重
ね
Ｔ

テ
コ
｜
コ
レ
ー
ト
コ
中
へ
。

２
月
艸
日
は
バ
レ
、
）
タ
イ
、
）
。

３－第20回中標津町表彰式
４－〈わが家の人気者＞

兄弟想いのやさしい子
西武住高橋宏平〈ん(5雌）

５－女性部新年恒例会

６－〈営農技術＞

簡単な改造でストレス解消
７－〈組合長日誌＞

酪農の安定性､将来性を求めて
８－ＪＡ根室地区青年部幹部研修

10～１１－平成10年営農計画総集計表
１２－勤続20年を迎えて

１３－新たな基本法

14～15－農協の財務状況
１６－〈暮らしの知恵袋＞

生活の見える家計管理を

（白

『 1７ <理事会の経過＞

第10回､11回理事会

18～１９－今月のフオトアルバム

２０－１月の組合日誌

’ 
■￣ 
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中
標
津
町
の
発
展
に
功
績
を
た
た
え
る

第
如
回
中
標
津
町
表
彰
式
収
蝶
に
競
献
を
し
て
い
ま
す
．
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■
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行同○へ者とた表ilili森代賞があに賞｜;Ｈｆ
政勢永渡自は受記後式彰氏島昭にilI表つわ、催六節
の調年避治次賞念、にさ、倉氏渡標彰たた産さ’’二
反街に善貢の者i品受はれ石雄、邊津さ人’）業オＬ、ｌ
ｌＵ］、わ行献適のを賞新ま橋氏福善lll「れ達ｌｌｌＪ賞、’'’’''１
的農た氏賞りう手者出し富、嶋行農ま、の献’'１機ｌｌ１
な林’ノ、／でち渡一資た作社僧氏｜i》し六発賞治津標
計業統す！|’し人’'1Ｊ･氏合一、かた＋腔な貢ＩＩ１ＩｒＰｉ
画セ計。標まひ長、貢氏大ら゜三にど献総''1Ｊ

離騨鰯
のン調
基サ査
礎ス員、な』γ社化式
資なと
科どし
の｜Ⅱ’て

江塵刃

○人｜旨普貯午○収行｝'ﾐ１○ｌｌＸｉｊｌ[;’ｏ１ｌＸ１ＩｌＪＪ○収
昭緑な導及蓄間昭齋集政勢永佃集政勢′ｋｌｌ］集政勢ノi<人災
ｌｉ１ｌ,島貫に拡組のイ'１藤にの調イ'2'鳩にの調ｆｌ訂代仁の調年水に
１１倉献努大谷氷Ｊ１繊貴１２資に信」:〔催脊にIlH真長森に敏貫
｜雄をめを長き｜雄献」り］、わ一献１９｜、わ氏献期、わ犬献
二氏し、lxlとに三氏を的農た氏をil9農たを「'０艇た氏を
年て水るしわ年しな林’）しな林リしな林’）し
かい’'|Ｊなてたかて計業統て計業統て計業統て
らまのど、’）らいｌｉＩｉセ計いｌ１ｌｉｌセ計いｌｌｌｉセ計い
りＡす税組紬、リ,ｌまのン調まのン調まのン調ま
｡二゜瀞今期北イ|：す蕪サ盃す錐十森す」ｉＬサ盃す
ま行員内開ま。礎スＬｉ。礎スＬ１.雌ス員゜
で政の納陽で盗なと資なと資なと

に青税納、科どし科どし科どし
｝多成の税卜のｌ'|「てのＨ１「てのＩｌ１「て

〆蜀

参に及委二○多仁及委一Ｌ○多仁及褒．○へ大折緤貯ｆｒ
ｋ活,冑ｉ艮年昭松人枡，#ｉ鐘イ'且｜|{（イ丁火旙高員ｉ'二ｌｌＨｒｌ１社な導及帯ｌ１１１
な躍揚とＩｌｌｊイllllIな１Ｍ１場と｜{ⅡノＷｌ橋を躍揚とｌＩＭノＷ１ド｢］会貢に拡ポ１１の
貢すにしの六Ｌ｣［典すにしの/《喜ｊｔすにしの六粁貢i就努人介，1(
献る努て永十介lWtる鍔て水［‐作''１１（る鍔て永卜彌献をめを長き
をなめ、き年氏をなめ、きイド氏をなめ、き平氏賞し、［又Ｉとに
しど、本にＩＪＷしど、本にlJLIしど、本にＤｑ、／て本るしわ
て防青''１Ｊわ）Ｉて防Ｔｌｆｌ１ｌ』わ）Ｉて防青ｌｌｌＩわ月い［'１「なて九
い犯少のたかい犯少のたかい犯少のたかまのど、り
ま逆イ'二防’ノらま迎イ1二ｌＭｊりら圭埋イ'二防’）らす税ポ'１紬、
十動の犯、ｊ:jll十血)」の犯、Ｊ１。す動の犯、ｆｌＩｌ。務什』０１束
･の非忠防在。のＪ１：`ＩＪＩ防ハミ゜のＪ|：忠防在行員内俵
惟行想犯まｌｌｔ１ｒ魁リピま’１１行怨犯ま政の納橘
進防の椎で進防の椎で進lMjの惟でに青税納
に’'二普進}に」'二磐進｜に’'二艸進ｌ多成の税

,夕



鍵
霧1灘:ｌｉｌｉお

卸
さ
ん
の
、
合
さ
ん
に
一
一
一
一
百
わ
せ
る
と

「
け
つ
こ
う
の
ん
き
」
な
の
だ
そ
う
。

仲
良
し
で
人
好
き
な
お
兄
ち
ゃ
ん
、

お
姉
ち
ゃ
ん
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る

高
橋
止
一
さ
ん
宅
の
二
人
兄
弟
の
末

っ
子
、
宏
平
く
ん
は
、
た
だ
い
ま
五
歳

の
元
気
っ
子
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
は
ず
か
し
が
り
屋
で
、

Ｉ 

（ |Ｉ 
ま
で
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み
し
そ
う
。

兄
弟
の
中
で
は
、
一
番
「
兄
弟
想
巴

と
い
う
や
さ
し
い
宏
平
く
ん
。
買
い
も

の
な
ん
か
に
行
く
と
、
必
ず
、
お
伽
ち

ハム

訂

侭弱

戸戸

i驫篝篝藝i1ii
四武佐高橋正一･百合さんご夫妻

二ＪＪ宏平〈ん(5歳）夢一一 ~=割

や
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
み
や
げ
を
ち

ゃ
ん
と
買
う
事
を
忘
れ
な
い
そ
う
で
す
。

鹸
近
は
、
逆
だ
ち
ゃ
そ
く
鱸
な
ん
か

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
家
の
１
影

に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
ｎ
も
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
は
ず
か
し

が
り
な
が
ら
も
、
ご
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。

お
う
ち
の
仕
事
は
と
い
う
と
、
ま
だ

ま
だ
お
手
伝
い
ま
で
は
い
か
な
い
よ
う

で
今
は
、
遊
ぶ
の
が
お
仕
事
．
お
兄
ち

ゃ
ん
の
〃
也
ぐ
ん
と
、
牛
舎
の
叩
を
走

り
回
っ
た
り
、
外
で
雪
山
を
つ
く
っ
た

り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
飛
び
Ⅲ
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

保
育
所
に
行
く
の
が
大
好
き
で
、
朝

序＝、

ｂ
早
く
行
き
た
い
と
』
㎡
う
事
も
あ
る
そ

う
で
す
か
、
そ
ん
な
宏
平
く
ん
も
来
年

は
小
学
校
一
年
姫
。

子
ど
も
の
成
良
の
早
さ
を
感
じ
、
う

れ
し
い
よ
う
な
、
さ
み
し
い
よ
う
な
お

雌
さ
ん
で
す
か
、
「
元
気
で
思
い
や
り

の
あ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

将
来
は
自
分
の
思
い
辿
り
に
や
っ
て
ほ

し
い
と
話
す
お
父
さ
ん
と
．
緒
に
、
宏

平
く
ん
の
成
長
を
や
さ
し
く
兇
守
っ
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
家
族
に
Ⅲ
ま
れ
て
、
征
Ⅱ
元

気
い
っ
ぱ
い
の
び
の
び
育
っ
て
い
る
宏

平
く
ん
。
来
年
は
肱
派
な
一
年
生
に
な

っ
て
ね
。

､く

懲霧 ､．＿｡…=幸_:j婁謹蕊議
家の中でも元気いっぱいなのです

学



､飲/iJで（

女
性
部
新
年
恒
例
会

つくりました。
全員でｱﾜﾘﾙ毛糸のタワシを作成

ヱ、！ご坐△碑Ｉ 鵜
に
な
り
、
そ
の
他
に
も
ゲ
ー
ム
大
会
、

作
品
腿
》
小
な
ど
内
零
も
嘘
り
た
く
さ
ん

と
な
り
ま
し
た
ｃ

山
－
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
ｆ
十

旬■庵、

さあ､今年も１年ガンバロー

ま
り
準
備
が
進
め
ら
れ

し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
平
も
、
部
員
間
の
意

兄
交
換
や
交
流
の
場
を
つ

久協
性人一
部会Ⅱ
新議Ｚ
年室｜
|画に七
例おⅡ
会い㈹
かて、
|外｜、艇

毛
糸
の
ク
ワ
シ
」
を
作

境
に
や
さ
し
い
ア
ク
リ
ル

た
い
と
い
う
府
か
ら
、
’

と
り
く
め
る
Ｄ
も
の
を
や
り

よ
り
役
虹
、
支
部
瞳
が
雌

平
分
か
計
測
さ
れ
、
前

く
る
事
を
Ⅱ
的
と
し
た
新

と、
ｊ 

ｌｎＩ 

参
加
者
全
戯
で

環 ま

ワ
侭

ピンゴケームで塵Ｕ上がＵ言した

｜つ全農横人
ブけオ食部普川の
ルも｜へ波及郡部
をのドと部セ長ｆｉ
ＵＷなﾌﾞ移部ンの参
みどル’)長タ挨川｜
、でやまよ’拶の

蕊!L鱗、l
ii鳥'’た耀
饗に蝋ＭＩＩ

庭ｙ

話
も
抑
ん
で
い
た
よ
う
で
す
．

そ
の
後
、
全
典
で
．
毛
糸
と
針
を
も

っ
て
の
編
み
物
タ
イ
ム
で
、
ア
ク
リ
ル

毛
糸
の
タ
ワ
シ
を
作
成
。
ひ
と
り
で
は

な
か
な
か
取
り
釦
む
き
っ
か
け
が
つ
か

め
な
い
と
一
一
一
一
［
う
人
も
、
へ
１
Ｍ
が
災
い
機

会
と
な
っ
た
燕
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
の
後
も
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

会
へ
と
続
き
、
終
始
笑
い
声
の
絶
え
な

い
栄
し
い
時
間
を
過
ご
す
半
が
で
き
ま

し
た
。

アクリル毛糸の夕ワシを作成中です

〆
ｚ
ｐ
 



楕
円
の
泌
乳
牛
の
飼
養
施
設
の
約
九

割
は
、
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
牛
介
で
す
。

し
か
し
、
育
成
牛
・
乾
乳
牛
で
は
、

無
繋
留
（
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
・
ル
ー
ズ

バ
ー
ン
）
飼
養
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

乳牛の雌死廃事故’
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31.M(別

慌側上 簡
単
な
改
造
で

ス
ト
レ
ス
解
消

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

鴎,緑ﾘﾋﾟ)国緊急IjHm「Ⅲ肢蹄疾Ａｕ
■札器疾All

|平成９１１１】(jjl1とＩ

初
産
牛
が
、
初
め
て
ス
タ
ン
チ
ョ
ン

に
繋
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寝
起
き

が
不
日
川
に
な
り
、
肢
蹄
疾
思
や
ス
ト

レ
ス
疾
繊
に
よ
り
廃
川
に
な
る
小
例
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
状
態
を
改
善
す
る
ひ
と
つ
の
方

法
と
し
て
、
分
娩
後
少
な
く
と
も
一
カ

月
は
タ
ィ
ス
ト
ー
ル
で
飼
養
す
る
と
、

ト
ラ
ブ
ル
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
の
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
の
一
角
を
取

り
払
い
、
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
・
タ
イ
ス
ト

１
ル
に
改
造
し
て
、
分
娩
↑
の
飼
養
ス

ペ
ー
ス
に
し
ま
す
。

こ
の
〃
法
は
、
砿
め
て
低
コ
ス
ト
で

簡
単
に
で
き
、
改
笄
効
果
も
高
い
も
の

で
す
。

と
な
｛
）
て
い
ま
す
、

こ
の
無
繋
禰
か
ら
ス
タ
ン
チ
ョ
ン

飼
養
の
変
化
が
、
乳
牛
に
大
き
な
負
Ⅲ

長刃月

ニューヨークタイストール＋仕切柵の概要

で
は
、
実
際
の
改
造
に
あ
た
っ
て
は
、

ス
タ
ン
チ
ョ
ン
を
取
り
外
し
、
耽
存
の

支
柱
を
利
川
し
、
仕
切
り
柵
を
取
り
付

け
、
前
方
に
鉄
パ
イ
プ
二
・
五
イ
ン

チ
凹
肘
）
を
つ
な
ぎ
、
繋
留
チ
ェ
ー
ン

セ
ヅ
ト
（
チ
ェ
ー
ン
留
金
具
、
ナ
ス
カ

ン
付
チ
ェ
ー
ン
）
を
取
り
付
け
る
だ
け

で
す
。

取
り
付
け
位
置
、
寸
法
は
次
の
図
を

・
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

HIIチーズ

ｌＨｘｌｎｌ 

覆面

～～ 

Ililll吃

Ｚ 
ｒⅢ 

今
後
の
施
設
整
備
の
際
に
は
、
次
の

事
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

ァ
、
施
設
は
、
乳
牛
生
理
と
作
業
性
、

さ
ら
に
育
成
・
乾
乳
・
分
娩
・
泌

乳
を
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
検

討
す
る
口

イ
、
乾
乳
か
ら
分
娩
ま
で
は
、
飼
養
シ

ス
テ
ム
、
環
境
の
変
化
を
な
る
べ

く
少
な
く
す
る
。

ウ
、
分
娩
前
二
力
Ⅱ
冊
は
、
目
巾
に
運

動
で
き
る
環
境
が
望
ま
し
い
。

ェ
育
成
期
間
小
に
繋
研
の
馴
致
が
出

来
な
い
の
で
あ
れ
ば

①
分
娩
後
に
繋
留
す
る
。

②
分
娩
後
．
少
な
く
て
も
一
力
Ⅱ
間

は
、
タ
イ
ス
ト
ー
ル
で
飼
養
。

_〔
ワォーター
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ぱきこすの郷いんとか微lMi＃｜‐すずの道でいｉｉｌｌｉｌ巻[し’'’
'１’ままｌ戊・爪会かだを'１i・し濃度るかり,l箙しとだがた標暖
標しれ人班の二と巻｜'E’て家をこ’‐状対たかと人。ｉｌｒ冬
瀧たてのさ人と胸えにほの趣と畿膀をの゜゛か滋わとに
の゜し１１を々発をｊｌＬよし努すを位伝怠一人、ｌＩｉＬず様よ
111都まの認に言帳ぱついノ」地思のえ兄）Ｉ心危にか々る
利会い｜‐識はしつ、て゜と域え雪る交のも機陥十な束
性の、｛ｉし地まて農ｆ(：１１犬でばで発換｝含管’）樛尺ノi（
、ｆよ’’てノプＬも家瀧本変牛、’１百会｜〕ｑめ理、程気の
快便うのほ、たいばざのざ乳人常のが日てが除度模人
適さや人し農・いたれ食を生雪イ'三胃あに混脚,雪の様雪
性に<雪い業改のいて糧改産とｉ１Ｔｉ頭Ｉ）膿几来体雪の、
は比脱にｂ、めでしいのめを零がで、水のてｉｌ;|｜で－厳
格べ（'１，まの農てはたる人てす１ｆ混弓鵬管状いが衝）］冬
別れできでⅨ、なもこ半認るこ,lrLわ農と態な不都での

酪
農
の
安
定
性
、
将
来
性
を
求
め
て

今
川
は
鵬
対
会
長
の
代
理
し
｜
し
て
上
虫

し
ま
し
た
。

畜
産
川
の
雄
本
的
な
方
向
と
し
て
は
、

国
際
化
に
対
応
し
な
が
ら
も
、
塊
行
乳

Ⅲ
水
準
を
維
持
し
て
ゆ
く
〃
向
を
机
っ

で
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
忠
ま
れ
た

腱
業
牛
沿
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
孔
仙
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

酷
対
活
動
は
皿
年
連
動
で
あ
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
略
対
と
畜
雌
同
レ
ー
カ
意
兄

交
換
の
場
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定
期
的
に
持
っ
て
い
ま
す
、
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環
境
問
題
を
ふ
く
め

活
発
な
意
見
交
換
会

Ｅ＿可

iｊｉＡ 根室地区青年部幹部研修 青年郡部氏山田 昇

問題わ柄をれ題わいなとら業たう７が＿
題はこれ」二'１｝|'ｉ、なさにわの農を一二.ゴミ販根
とされまししいどれ活ｊｌＬ意水兇’１シリ売寵
忠けかしててるの、発ま兄行学１１ビ｜さ３
いてらたほいい意待なし交ｊｌｉしはニマオ１.
ま通は￣しるろ兄に意た換務、、を’て７
しれ環いのなが環リム・会itlI午横兄｜、い牛
たな境とで資,|｣１，境がおが当後浜まとる乳
･いl１ｌｌ両、金さ間か互ｉｆ者か乳しいう_

一
月
一
一
十
二
日
～
二
十
四
の
二
泊
一
一
一
日
の
予
定
で
、
根
室
地
区
青
年
部
幹
訳

部
研
修
会
が
東
京
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
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Ⅲ
席
者
は
金
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貝
で
１
三
人
で
、
Ｊ
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私
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し
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》

例
月
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ン
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し
、
根
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櫛
内
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てし年
もて以
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い、も
といっ
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まろい
すな部
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験に



ＤＢ春の特選新車フェア
この春､クルマ購入のプランのある方は､お気軽にｊＡの自動車担当窓口へ。

フエ

”.雨

￣￣～ 

一豹
￣ 

JＡならではのメリット１
低金利のマイカーローン､しかもあなたに合ったお支払い、

自賠資共済､自動車共済のセット加入で、
自動車共済の対人掛金がさらに割引されます③

ＪＡ中標津営農資材課･根室機械センター

夕



計画総集計表
単位：ＴＴ'」

収入

－－－９年計画９年実績１０年計ｎｈＦｒｉ面一不足９年計画 ９年実績 Ｌ０年計１ｍ 過不足

能 乳 6,488,888 6.305,021 6.305,021 6,637,28Ｃ 332.255 

補給金 ５６ａ８２Ｃ 6０１，８１７ 6０１，８１７ 5４８．３６５ －５３４５２ 

小

計

7,052,708 6,906.838 7.185,645 2７８．８０７ 

乳用′卜 6/１３４８２ 0１５７１５ 5９６１３７２ －１９，３４８ 

肉用牛 2８８，１６１ 288,830 2８６５０３ -２．３２７ 

その他畜産物 5,28Ｃ 6,028 6,028 8，１９５ 8，１９５ 2，１６７ 
Ｐ＝ 

固体販売計 936,923 910,575 ８９ＬＯ７Ｃ -19,508 

家畜共済余 134,03Ｃ 247.831 1３２，５３７ 1３２，５３７ －１１５．２９４ 

畜産物計 8,123,661 8,065,242 8,209,252 l４４０１Ｃ 

馬鈴薯 472,088 574.687 469.808 －１０４８７s 

てん菜 1４２６４３ 1４２６４３ 1６４．６３２ １３５，７０Ｃ -２８，９３２ 

その他農産物 15,943 22,880 25,597 25,597 2．７１７ 

農産収入計 6３０．６７４ 7６２．１９９ 6３１，１０５ -１３１，０９４ 

農業雑収入 204.218 369.538 225.654 225.654 -143鋤884

農業収入計 ８９５８，５５３ 9，１９６，９７６ 9，０６６，０１１ -１３０．９６８ 

農外収入 52,28Ｃ 127,893 6０．２３０ -67.663 

資金借入 27,447 27,447 3３．９３６ 3．７１１ -３０．２２５ 

査金受入 2５７，９９４ 498,45Ｃ 309,609 -１８８．８４１ 

その他 【】

侮冒日
合

’
 

二一一、 9,296,274 9，８５７，２５８ 9，４３９．５６１ -４１７．６９７ 

－－－～~■~= ９年計画１０年計画９作実績 １０年計画－－－ 

乳最（ｔ）91959.7Ｃ９１９５９．７Ｃ 9７，１０２．９２ 乳牛総頭数 2４４６５ 2４，４４９ 

てん菜（ｈａ） 1９９．１３ ｌ９Ｌ， １２ヶ月以下 ４，３６７ ４．４２５ 

収量（ｔ）Ｉ8.764.86 7,889.50 １３～２４ケｆ 5．６１５ ５．３３ｅ 

馬鈴薯種子(ha） ８６．２２ ８６．２２ 8３．４ ２５ケＨ以上 1４．４８１ 1４６８５ 

食用（ｈａ〕 ５１．４Ｃ ５１．４Ｃ 総所有地4９．２ 1５．９８８．９４ 1５．９３２．４４ 1５．９３２．４４ 

殿原（ｈａ）６０４．７４6０４．７４ 改良草jIh594.8 ８９７８．５３ ８．７９７．３３ ８．７９７．３３ 

収量（１）409,897.70'1０９，８９７．７０３２８，２３１．００ 永年草地 ３，４５５．５７ ａ６５４．７７ 

川下（ｈａ） 2９５ 2９５ 1１ 側[ 帥 １，１０９．７Ｃ 1．０２４．１０ 

乳）Ｈイト（頭） ３０７６ ３０７６ 山林原野他2,445.142,456.24ｎＦｒＴｐ 
Ｑ、、□し

肉用牛（頭） 5．２９５ 5．２９５ 6．８１６ 

ﾌﾟZフ

収入

９年計画 ９イ１２実績 人０イ'二計|皿 過不足

生乳 6,488,888 6,305,()２」 6,637,280 332.259 

補給金 5(]ａ820 601,817 548.365 -５３，４５２ 

計ノ'、 7,()ij２，７０８ 6,906,838 7,185,643 2７８，８０７ 

乳ノ月′～ 643,482 ０人ii715 5９６，３７２ -19,343 

肉（：牛 2８８，１６１ 288,830 286,503 -２．３２７ 

その他畜産物 i二j,280 6,028 8’よ９５ 2,Z６７ 

固体販売計 936,923 91(),５７３ ８９ユ,０７０ -19,503 

家畜共済金 134,030 247,83二 ﾕ32,537 -人ユ５．２９４

畜産物言’ 8,123,661 8,065,242 8,209,252 ４４４，０１(〕

馬鈴薯 472,088 574.(j8７ ４６９⑫808 -104,879 

てん菜 ﾕ42,643 164,632 二３５，７００ -28,932 

その他農産物 上5,943 ２２，８８０ 25,597 ２，７１７ 

農産収入計 630,674 762,199 631,10tｉ -131,()9４ 

農業雑収入 204,2二８ 369,538 225,654 -143,884 

農業収入計 8,958,553 9,196,979 9,()６６，０ユ１ －ﾕ3０．９６８ 

農外収入 52,280 127,893 60.230 …67,663 

資金借人 27,"1７ 33,936 ３，７１ユ －３０，２２t』

資金受入 257,994 498,450 309,609 -188,841 

その他

｢］． 9,29(j,２７４ 9,857,258 9,439,561 -417､６９７ 

■－門■～－

９作実績 １０年計画

乳髄（ｔ） 9ﾕ､９５９．７０ ９７，ユ０２．９２

てん菜（ｈａ）

収量（ｔ）

１９９．コ３

8，７６４．８６ 

l９Ｌ２ 

7,889.50 

馬鈴薯種子(ha） 86.22 8３．４ 

食」月（ｈａ）

澱原（ｈａ）

収量（ｔ） 409,8 

ユ.４０

4．７４ 

７，７０ 

4９．２ 

ij9４．８ 

3２８，２３１．００ 

川マニ（]:ａ） 2９．５ １１ 

乳〉１′i二（頭） ,〔)７６ ３，５３３ 

肉用牛（頭） .２９５ ６．８１６ 

■~■－－､､､閂､､－－ ９年計画 ﾕ０年計画

乳』ｉｆ総頭数 2４，４６３ 2４，４４９ 

１２ケノ１以下 ４３６７ ４．４２５ 

ﾕ３～２４ケ且 5,(jl5 5,339 

２５ヶ月以」： 二４，４８１ 14,685 

総所有地

改良草地

15,988.94 

８，９７８．５３ 

エ５，９３２．４４

８，７９７．３３ 

永年檀地 3,4{)５．５７ 3ｺ654.77 

畑地 1,ユ()９．７(） 1,024.10 

111林原野他 ２，４４５.ユ４ 2，４５６．２４ 



平成10年営農
仕文

--------9年計'川’９年実絞 １０年計画 過不足過不足~■■~一口～

痙
貝

労 30.113 9９．６３７ 8５．３５２ 1１５，４６５ 

科肥 543,876 5３６．１１７ 5５８．２４６ 2２，１２９ 

生産資材 3５８．４９７ 3.9.013 3５１．３２３ 2,310 

水道光熱 3３３．５０５ 3２０．４１９ ３３Ｌ１７Ｃ 1０．７５１ 

料飼 2．０３７．０５９ 2，２１７８６９ 2．１６４．９５７ -５２．９１２ 

養畜賀 3３９．２０５ 3７３．４１０ 3５８．４１６ -１４，９９４ 
nq弱

素畜費 54,O4C 2５．７５７ 2２．２３５ -３．５２２ 

農業共済 354.952 3５６．３５７ 3５６，２５６ －１０１ 

賃料料金 5２９．６８２ 572,255 538.671 -33.581 

修理賛 2９８，１４３ 3８３．５６５ 3０３，１５３ -８０４１２ 

諸税諸負担 3９４．７６６ ４３５．７３后 ４１９鱒0１５ -１６，７２０ 

支払利息 2７１．８６５ 2４７．１６２ 2６１．６３１ 1４，４６９ 

その他経営費 1３２．４２１ 1４３．１４２ 1３６．１２２ -７，０２０ 

農業支出計 5,747.646 6,046,15s ５．９１６．６６(】 -１２９，４９８ 

家計費 Ｌ704.362 Ｌ843.071 1,695,296 －１４７，７７５ 

経費＋家計費 7,452,008 7,889,22ｆ 7６１１．９５６ -２７７２６９ 

資金返済 ８２５．６５s 8７１．５１３ 8２８，７５７ -42756 

貯金共済 9７５，０６７ 9９５．７７８ 9６３，９１２ -３１．８６６ 

農業機械 84.402 147,025 57.649 -89,376 

声萄
その他 9３．０３７ 242,712 6０．００１ －１８２７１２ 

合 計 9，４３０，１６７ 10,146,258 9．５２２，２７５ -623,975 

－－－－－－_ ９年計画９年突紙 １０年計ｌＩｈｉ

総収入合計 9,296,274 9,857,258 ９．４３９．５６１ 

総支出 9，４３０，１６７ 1０．１４６．２５３ 9．５２２．２７５ 

収支過不足 -１３３，８９８ -２８８．９９５ -８２．７１４ 

－－－－－－－－ ９年計llI1l ９年実績１０年言１－両

農業収人 8．９５８，５５３ 9．１９６．９７９ 9．０６６．０１１ 

農業経営賀 5，７４７，６４６ 6，０４６．１５３ 5.916.660 

農業所得 3．２１０．９０７ ３．１５０．８２Ｃ 3．１４９．３５１ 

所得率（％） 3５８ 3４３ 3４．７ 

ダダ

文｜{｝
=￣､､､－－＿ 

９年計ｌｍｉ ９r1Z実績 １０年計画 過不足

労賃 ９９，６３７ 8５．３５２ ユニii,4６５ 3().ニユ３

肥料 543,876 5３６．１１７ tjiﾌ8.246 22,竺２９

生産資材 3５８．４９７ 3．９，０１３ 3５１，３２３ 2,310 

水道光熱 333,503 320,4ﾕ９ 3３１，１７０ 1０，７５１ 

飼料 2,037,059 2,2:7β69 2,164,957 ･-５２．９１２ 

養畜賀 339.205 373.4ﾕ０ 358,4ﾕ６ -14,994 

素畜費

農業共済

54,040 

354,952 

2５．７５７ 

356.357 

22.235 

356.256 

-3.522 

-１０１ 

賃料料金 529,682 572,255 ５３８，６７よ ３３．５８４ 

修理賛 2９８，１４３ 383,tj6５ 303,主5３ -80,4▲２ 

諸税諸負担 394,766 ４３５，７３５ 4二９，()1５ こ6,720

支払利息 ２７ユ,８６５ 2４７．１６２ ２６Ｌ６３』 L4,469 

その他経営費 Ｌ３２，４２ユ 143,142 ﾕ３６，世２２ --7,02(） 

農業支出計 5,747,646 6,046,153 [j’９ﾕ6,66(） -129,493 

家計費 L,704,362 二,843,()７１ 1,695,296 -147,775 

経費〒家計費 7,452,008 ７，８８９，２２４ ７，６エ１，９５６ ･２７７．２６８ 

資金返済 8２５，６５３ 87Ｌ５１３ 8２８，７５７ -４２．７５６ 

貯金共済 9７５，０６７ 995,778 963.912 ･３１，８６６ 

農業機械 84,4()２ 147,025 57,649 -89,376 

その他 93,037 242,713 6(),００１ －１８２，７１２ 

合計 9,430,ユ６７ 芒０，｣46,253 ９，５２２，２７５ -623,978 

９年爵画 ９年突紙 １０イ[二計｜【hｉ

総収入合言Ｉ 9,296,274 9,857,258 9,439,561 

総文ｉｆｊ 9,430,167 二〈>,L46,253 9,522.275 

収支過不足 -１３３，８９３ -２８８，９９５ ８２，７上４

９イニド;1．llI1i ９年実績 ユ０年計画

農業収人 8,958,t)ﾋﾌ３ 9,Ｌ９６，９７９ 9,066,0ユ

農業経営費 5,747,646 6,()４６，ユiﾌ３ tL9L6,６６０ 

農業所得 3,210,907 ３，上5０．８２６ 3,ﾕ４９，３５上

所得率（％） 3５．８ 3４．３ ３４．７ 
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責
を
全
う
し
た
く

思
い
ま
す
の
で
、
〈
１
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
Ⅲ
し
ｔ
げ
ま
す
。

露
《篭＞`，

P￣ 

辱・蝉

憐農部経常ﾄⅡ,淡課

兼ﾛ田勝美

不
尚
私
か
恭
職
し
た
昭
和
肌
Ｉ
三
年

は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
後
遺
症
に
よ
る
景

気
低
迷
の
環
境
卜
に
あ
り
、
畜
産
物
価

格
は
完
全
な
据
え
讃
き
の
な
か
で
コ
ス

ト
と
昇
分
を
吸
収
で
き
な
い
ま
ま
に
推

移
し
、
貿
易
収
支
の
黒
学
べ
ら
し
の
た

め
農
畜
産
物
の
輸
入
の
拡
人
へ
の
尿
〃

が
強
ま
る
経
済
情
勢
に
あ
り
「
大
変
な

時
代
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
混
迷
の

年
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
厳
し
い
」
が
慣
川
濡
に
な
っ
て
以

宜けつ様乳リ（|ifｌま御
してての価ま々す協
〈今お経のすの.〃
お後U溝低が営今の
願もまは「、農、賜
いｊｔｎす」|ニな十’１１経と
致張か常ど数談燐深
しつ、仁にイlHを’１１〈
まて絲厳よ’ｉｉｉざ談感
す参尚しりとせ課謝
。’）蜜い、比てに教
ま定状組較Ｉ【[てし
す化ルヒ合しし、ポⅡて
のにとｉ’てて介お
で、ｌｉＪＩな＋〒もおｉｉＩ）

■0 

|、
Ｌ 

f＝ｈ 

轡２ 部符l’

西村

梛
一

騨
聖

一
屯
ｒ

すろをた勅で．このＩｌｉｆ卜腱リてれど球ムパすれノノ弓しあ腿、
まよ力ｉｖｉｉ球ばこのｌｉあしさな地テ後信わイｉｌｌｌ１ｌｆでも〉|〈

i蕊llHli灘111鰯上教「、

－‐ 

すだの励にせ企で．鷺い
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美里辨雫巖學
食料・農業・農村地域に関す后

鰯鏥鍬りて１１鯛
１１回⑥鵠闘鍬蝋

ふるさとの景観を守って
いる農業への補償導入は

￣食料自給率は､
どうしたら､いいんだろう

豐地を雑持･活斥

鶏
食料は世界全体

の問題だれ／

ｌ
ｉ
 

銅
の

９■凸

〆弓ろＩ■Ｐ４ ■Ｐ４ 

hb 

新
た
な
基
本
法
め
あ
、
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
可
食
料
・
農
業
‐
農
村
墓
一
本

間
題
調
査
会
．
｜
は
昨
年
十
二
月
、
中
間
取

り
ま
と
め
を
発
表
し
言
し
た
。
こ
の
な
か

で
は
、
農
業
‐
農
村
が
果
た
し
て
い
る
環

境
や
国
化
保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能
も
評

価
さ
れ
る
な
ど
、
現
行
の
農
業
垂
木
法
に

は
な
か
つ
’
一
・
」
新
た
意
視
点
も
含
量
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
①
食
料
の
安
定
供
給
を
確
保

す
る
う
え
で
国
内
農
業
を
基
本
と
す
べ
き

か
ど
う
か
②
食
料
自
袷
率
を
政
策
目
標
と

す
べ
き
か
ど
う
か
③
株
式
会
社
の
農
地
の

権
利
取
得
を
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
④
中

山
間
地
域
の
農
家
へ
の
直
接
所
得
補
償
政

鑛
を
導
入
す
べ
き
か
ど
う
か
ｌ
の
四
項

目
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
、
今
年
の

夏
ま
で
に
最
終
答
申
を
出
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
が
ル
ー

i震蕊； 鑿襄
■》》【
ヨ

誉
霊

》一

ｒｎ門

ijl） 
篭

Ｌ／ヨ
ヒ＝P

'’ '’ 

勺
』
●
、
】（バグ

Ｉｒｄ１可
．Ｕ､ 

kこう｝

（バグ
Ｉｒｄ１可
．Ｕ､ 

kこう｝

〆、￣

rbJ1 
ご)」

、鑓〉
、鑓〉

麗ｑ ｑ 

;皇aiiii
言=－－百

に
つ
い
て

食
料
自
給
率
は
国
民
が
消
費
し
て
い
る

食
料
の
う
ち
、
ど
の
程
度
を
国
内
生
産
で

ま
か
な
っ
て
い
る
か
を
示
す
、
わ
か
り
や

す
い
詣
標
で
す
。

し
か
し
、
自
給
率
は
低
下
傾
向
に
あ

ｈ
、
世
論
調
薇
で
も
〃
心
配
”
と
す
る
意

見
が
圧
倒
的
で
す
。
食
料
自
給
率
で
一
定

の
目
標
を
立
て
る
こ
と
は
、
食
料
の
安
達

供
給
に
関
し
て
国
民
に
安
心
感
を
与
え
る

指
標
と
し
て
も
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま

。←ソロ

ブ
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
§

国
内
準
一
崖
を
基
本
と
し
た

食
料
政
策
に
つ
い
て

地
球
全
体
で
八
億
四
千
万
も
の
人
か
食

料
不
足
に
苦
し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
一

方
で
、
世
界
人
ｕ
は
毎
年
一
億
人
ず
つ
増

え
続
片
て
い
き
ま
す
。
農
地
や
水
な
ど
食

料
生
産
の
資
源
拡
大
は
限
界
に
達
し
て
お

り
、
ニ
ト
｜
世
紀
に
は
食
料
需
給
の
ひ
「

辺
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
料
の
問
題
は
自
国
だ
け
で
鞍
く
、
国

際
的
な
食
料
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
、
現

圧
あ
る
貴
重
な
生
産
資
源
を
有
効
か
つ
適

切
に
活
用
し
な
が
ら
国
内
生
産
を
基
本
と

し
た
食
料
政
辮
杢
轌
硫
立
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
ん
な
に
わ
か
り
や
す
い

食
料
自
給
率
の
目
標
設
定

Ｚ＿可

た
地
域
の
農
業
経
宮
は
生
産
と
生
活
両
面

に
お
い
て
条
件
的
に
不
利
粒
状
況
に
あ

ｈ
、
活
力
が
低
下
し
つ
つ
あ
ｈ
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
環
境
保
全
な
ど
の
公

益
活
動
に
対
す
る
直
接
的
煙
所
得
補
償
措

置
の
導
入
が
必
要
で
す
。

が
．
◇
Ｃ
》
（
し
◇

今
後
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
一
千
万

人
を
超
え
る
新
た
厳
基
本
法
制
定
を
求
ぬ

る
国
民
の
署
名
結
果
に
応
え
る
た
め
に

も
、
各
都
道
府
県
で
論
議
が
深
ま
る
よ
う

に
運
動
を
展
開
し
て
い
皇
｝
ま
す
。

取
得
に
つ
い
て

〃
規
制
緩
和
“
を
主
張
し
一
い
る
経
済
界

は
、
こ
と
農
地
に
つ
い
て
は
逆
に
規
制
強

化
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
く

ら
株
式
の
譲
渡
制
限
や
農
地
転
用
制
限
の

強
化
を
行
「
て
も
、
芒
ま
ざ
量
な
方
法
で

法
の
目
を
く
ぐ
る
恐
れ
ば
十
分
あ
り
ぎ

す
。
バ
ブ
ル
時
の
よ
う
な
農
地
の
投
機
的

な
取
得
や
乱
開
発
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

難
し
く
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
株
式
会
社

の
農
地
の
権
利
取
得
に
は
反
対
で
す
。

直
接
所
得
補
償
措
蕾
｜
の

導
入
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
は
国
内
農
業
生
産
の
四
割

を
占
め
る
重
要
な
地
域
で
あ
る
と
と
も

に
、
農
業
生
産
活
動
を
逼
し
て
国
土
と
環

境
を
守
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し

株
式
会
社
の
農
地
の
権
利

鮒ゼニツポコｊＡグループ

ズータ
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近
年
、
急
激
な
高
齢
化
社
会
へ
の
移

汀
が
国
以
経
済
的
な
レ
ベ
ル
て
冊
魑
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
下
安
定

悲
縫
済
状
況
の
た
め
で
し
ょ
う
か
貯
蓄
、

化
析
殻
計
、
老
後
の
家
制
に
つ
い
て
の

怠
識
は
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会
の
調
汽
に
よ
り

ま
す
と
、
貯
蓄
の
Ⅱ
的
に
つ
い
て
は
病

気
や
災
害
の
耐
え
、
巷
後
の
生
柄
盗
金

の
た
め
と
い
う
川
答
か
増
え
て
き
て
お

り
、
計
川
的
な
生
糯
股
計
へ
の
意
欲
が

企
般
的
に
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
家
計
迎

衝
、
財
産
管
理
は
益
々
咀
要
に
な
っ
て

る
と
思
い
ま
す
．
錘
Ⅱ
の
出
納
を
確
認

す
る
家
計
簿
記
帳
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

財
産
を
把
握
し
、
血
年
、
卜
年
…
に
お

け
る
有
効
な
家
計
迎
街
を
行
な
う
こ
と

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
．
つ
の
例
と
し

て
炎
一
の
よ
う
な
人
ま
か
な
資
産
と
負

債
の
バ
ラ
ン
ス
を
書
き
川
し
、
確
認
し

た
段
附
で
、
将
来
の
収
入
と
父
川
の
計

阿
（
表
一
〕
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
作
成
す
る
こ
と
で
思
わ
ぬ

発
几
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
生

柄
設
計
表
も
作
っ
て
し
ま
え
ば
終
わ
り

と
い
う
も
の
で
は
な
く
年
に
一
度
は

兄
肛
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ｏ
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
財
唯
の
保
管
状
況

②
Ⅱ
的
別
資
雌
述
川

③
老
後
資
金
・
麗
療
な
ど
の
確
備

ＩＦ屋、

北根室地区農業改良普及センター

然さたを族ろを幟
となめ得衿うliijでも
思いのなで二、剛はち
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ご
く
Ⅱ
然
な
こ
と
で
す
。

こ
の
化
活
俄
汁
衣
を
作
成
す
る
こ
と

は
一
つ
の
Ⅱ
的
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

を
作
成
す
る
過
繩
で
、
夫
姉
、
テ
ー
マ

に
よ
っ
て
は
ｒ
供
、
あ
る
い
は
側
川
し

て
い
る
Ⅲ
籾
な
ど
と
将
米
戒
計
を
巡
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
識
し
合
い
の
場
の
き

っ
か
け
に
す
る
と
い
う
つ
も
り
で
、
取

り
組
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
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Ⅲ
催
Ⅱ
時
平
成
九
年
ト
ー
月
二
十
六

ｔ
 

開
他
場
所
中
標
津
町
岫
瀝
協
中
会
議
室

〈
決
議
事
項
〉

一
、
役
員
定
数
審
議
委
昌
（
の
選
怖
に
つ

い
て

二
、
役
員
報
酬
審
議
委
員
の
欠
目
〈
に
伴

う
選
任
に
つ
い
て

：
；
ホ
ク
レ
ン
事
業
川
地
取
得
に
よ
る

売
興
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

Ⅲ
、
牧
舎
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

几
、
堆
肥
連
搬
埖
の
利
川
料
の
改
定
と

Ⅱ
川
範
州
の
設
定
に
つ
い
て

六
、
北
海
道
酪
農
畜
産
協
会
人
会
に
つ

い
て

〈
協
議
事
項
〉

「
営
農
協
議
経
過
に
つ
い
て

二
、
抗
生
物
質
汚
染
乳
保
険
会
社
の
選

｛
垣
に
つ
い
て

一
、
畑
地
の
地
力
向
化
対
策
に
係
わ
る

造
営
単
地
改
良
事
業
の
導
入
に
つ
い

陛
瘻
陰の
隆
坦

第
十
回
理
事
会

-'一－ﾄーノし八‐し六」しⅢ三二へｌｉｌﾉＬｌ
－に、の、つ、、｜則、に、に良、椎、馬、つ、報て、討ぴ、て
、つ中経馬い生生す下つ千つ質酪進乎鈴』'二い１２告根に斬新
1届ぃ標過鈴て乳乳る成ぃ｜い生農奨成し成て成事宝つ店店
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年表いで者状事度原産強の度夷度度IJll配設
度影てん意ルヒ項酪料奨化文良績種魔』清委
新式粉向にに農乳励対出,質ヒイ.ビＡｌＸｌ員
採の－［綱っつ゜奨事策に′ｔ精．のと会
'二Ｈ日場春いい斎励業費つ乳算化トヘ平経
職程「1１のてて雄金費にい安に食の併［iii過
貝の編フミ政のの’1Ｍて定つ．精に鳳報
誠報繁施策文支わ供い力|’算つの併
験舎備に仁払払る総て［にいＭｔ皮

扉、

開
催
日
時
平
成
十
年
一
月
三
十
日

開
催
場
所
叩
標
津
町
農
協
小
会
議
室

〈
決
議
事
項
〉

『
農
協
法
第
几
十
凹
条
第
四
項
の
規

定
に
鍵
づ
く
道
条
例
検
査
の
凹
答
に

つ
い
て

．
、
平
成
１
年
度
営
農
計
画
供
給
認
定

に
つ
い
て

一
一
、
各
種
盗
金
の
借
入
申
込
み
に
つ
い
て

川
、
貸
付
金
の
最
高
限
度
額
（
員
外
者
）

の
変
災
に
つ
い
て

Ⅵ
、
佶
川
事
業
規
程
な
ど
の
変
更
に
つ

い
て

八
、
金
融
基
盤
強
化
積
立
金
の
Ⅱ
的
変

奥
に
つ
い
て

し
、
退
職
給
与
蝋
程
〈
特
別
加
給
）
の

変
更
に
つ
い
て

八
、
給
与
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

九
、
債
務
保
証
委
託
申
込
み
に
伴
う
川

資
噌
Ⅱ
に
つ
い
て

十
、
経
営
企
画
課
車
緬
リ
ー
ス
の
更
新

に
つ
い
て

十
一
酪
農
課
車
鯆
り
ｌ
ス
の
更
新
に

の
報
併
に
つ
い
て

第
十
一
回
理
事
会

こ_~Ⅳ

つ
い
マ
ヒ

十
二
、
畜
朧
販
売
課
収
鯆
リ
ー
ス
の
虹

新
に
つ
い
て

Ｉ
…
し
一
ｍ
産
販
売
課
家
畜
集
荷
委
託
料

の
変
史
に
つ
い
て

卜
四
、
生
乳
検
査
業
務
の
委
託
に
つ
い
て

１
五
、
抗
生
物
画
汚
染
乳
保
険
料
の
徴

収
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

｜
、
給
汕
所
経
営
分
析
結
果
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て

二
、
各
補
助
事
業
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

「
肉
牛
化
塵
セ
ン
タ
ー
の
爽
績
に
つ

い
て

二
、
乳
製
、
Ⅱ
ｒ
場
及
び
牧
介
の
実
績
に

つ
い
て

二
、
化
乳
乍
産
状
況
に
つ
い
て

Ⅲ
、
平
成
九
年
度
良
質
生
産
安
定
供
給

推
進
奨
励
金
の
支
払
に
つ
い
て

五
、
第
一
一
一
回
で
ん
粉
上
場
再
編
雛
備
検

討
会
の
経
過
に
つ
い
て

六
、
金
融
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

七
、
共
済
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

八
、
職
買
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

几
、
店
舗
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

十
、
自
治
驍
査
（
十
二
月
末
）
の
Ⅱ
程

に
つ
い
て

フグ
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総会定灘

第２１回馬鈴しよ振興対策協議会定期総会

議識議票騨慧北口定期総会が農協大会議室て開催きれましだ。

田舅氏を選出し提出議案の蕾議|ご入り、新しい飯組みとして会曼
の婦人同志の交流か少ない事から、交流を深める研||多活動を設け推進して
いく事としよしだ。まだ、鹿被雪か増加している中て、駆除対策を權進し、
寵駆除の際に(己協力していく事を確認しまし垣。

畑|乍の課震解決のだめ、蛎螂作の各組織の代表が柴い新しい組織(仮称）
中標津日農協畑作対策協議会設立への寶同と加入|こつ({て．協議され､O入
する事を承認し、提出さ'､左全議案が承認され議事を終了しましだ。
最後に、正域会長が閉会|英拶の中て、畑作農家を取り巻く厳しい環境の

中て会曼相互の刀を結集Ｌへ安定経営を目指し活動していく事を鴎会の＝
票とし終了しましだ。

忠ｎ月

第２１回中標津町農協

てん菜生産振興
協議会定期総会

ＩＦへ

i議

〈
云 副

ｺﾞ△～ 
鉤［『,騒守1F卜D-

平成10年１月28曰、中標津町農協大会議室

|zおいて、中標津跡農協て/U菜生産振興会第

２１回)tj二期総会が開Ｉ室されまし垣。

松EEI塞晨の挨拶の後、三友組合長、憧山ホ

ワレン恨釧原料所所長から祝辞を'百ざ議長

に辰橋の西崎敏造氏を選出し議事に入り、提

出議案、全件が満場一致で承認されましだ。

新年度、畑作各組織の代表が集しＬ新し',}組

織（|后称）中標里町農協畑作対策協議会設立

への寶同と加入について、全員の承認を得

加入する事とﾊﾞﾖりま'-,だ。弓|続き、役晨改選

に移り、豊集団から選者委員を選出し、４人

が選考され、満場一致て決定霊れまＬだ。

新役罠会長柤田征二（再任）

団lj会長長渕壼樹（再任）

謡事名越優ｒ新任１

藍事真野幸一Ｌ新任）

今年度は、４年'三１厘開催される全国農業
機械展の見学、出荷体制の整備、まだ、て幻

菜栽培講習会の活動を通し、より一層の生産

l司上を目指し会雪の結集を図って'八＜事を
確認し閉会しましだ。

グj〕



ちょっと優雅な昼食会
ＪＡ根室地区女性協フレッシュミセスImfll参会

１曰20曰に、ＪＡ根室地区女'|生協フレッシュミセス6肝参会か

ウェディングブラザ詩冨で開催ざ717ましだ。

合口の研修内容はｒ洋室のテープ几マナー」という事で、吾

地区から集まった参りO言29人は。少々繁張気味。

当女性部のフレッニュミセスからも４人が出席し、いつもと

は違つだ雰匪気の中、講師の門馬氏

料理についてやテー

ブルマナーの臺本を

閏きながら、ゆっく

りと昼f篁潅とりまし

だ。ま尼、他地区の

フレッシュミセスと

の交流も図られ、参

加壱の害さ/Uは、葵

しい午後のひととき

在過ごしＥようです，

/医弓乢

｡ 

竃謹－ロー‐￣

坊よっびり蕊盃してるかな？

健康管理に気を配り元気で楽しい活動を
第13回中標津町野菜生産組合定期総会

第13回中標津町野菜栄産組合定期総会か、

１曰21曰中標津日､マルエー温泉にて開催され

ましだ。

開会|こあたり房111秀ざ組合長の挨磐のあ

と、各南係機関の祝辞を受け、続いて平成９

年度活動報告、収支決算、１０年度活動計画か

雷議さ１１原案通り承認されましだ。

野菜生産組合は10年を過ぎ、会曼の健康管

理からも活動を続けてi可くの|こむずかしい詩

期にきていますか、新会員を募集し、|本の続

くかぎり活動して行きたいと話し合われ漆し

だ。

ＰＰ７Ｆ、Ｉ

ズタ
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ねむるのﾋﾕｰﾏﾝ,ﾗﾝﾄ《ｽﾞｹｰﾌﾞ
こ鰄動らの酪農景観を考える

根室管内のこｊＬからの酪農景観を瀞えるフォーラムが

ｌ)｣2111，’１１１総合文化会館で開催されました。

このフォーラムは根室支庁の主催で、標茶''1J農協の小

泉|i[ﾘﾅ組合鑑のJil§調諦演に続き、管|ﾉ、Iの酪農家や景観づ
くりのボランティア剛体など８人でパネルディスカッシ

ョンが行なわれ、中標I1ullJからは酪農家を代表して横Ⅱ]
純子さんがパネリストとしてｒ酪農崇観の形成には、や
る気が必要で仕事が終わりしだい片付ける習慣をつける
など、住む人、働く人、訪れる人達がうるおいを感じら

れる、美しい景観づく')を'1桁すことが大切」などの意
児がil1,されました．

Ⅱ=とlf始め

課税対策役典会

地域農業振興計|[lii部会長会議

乳検ﾎﾟlWiUill賂農諦習金

策３１ｍでん粉12場再$W腱術計

iilii検討会

てん菜振興会役１１会

第31111合併に閲する検討委員

会

腸鉛しょ振興会役員会

第131111役員協縦会

第lOlnl生産委員会

第511]|符理購賀委Li会

畑作対策協議会設立準Ili谷lrr］

会議

乳検検定員会議

農協50ｲ'４火糺iiiさん委員会

乳｣'二改良'１１１志会役旦会

てん菜振興会三役会

第81111営農委戯会

てん菜iﾙﾐ興会定ｋ１ｌ総会

馬鈴しょ振興会定則総会

馬鈴しょ振興会lﾘ|作者令体会

議

役員定数審議会

店舗建設委員会

第l31nl理｣Ｆ会

地域農業振興計I1ljiとにiIlllflj会会

議

７１．１ 

１２１１ 

１６１１ 

１７１１ 

１９F］ 

得■、

2０１１ 

2］Ｌ’ 

221-’ 

2３１１ 

開陽台自作ソリ大会

2511 

26Ｈ 

2SⅡ 

榧 2９１１ 

3０１１ 

表彰●タイムアタックの部
●デザイン･アイデアの部

禅小･中学生の部
参加料1名につき1,000円

当日受付500円増
表彰●デザイン･アイディアの部
参加料の中には保険代が含まれておりま士

奇訂云傍

▲
至
焚
抵
牛

“□ 二
一一十

猟
麺

問い合せ連絡先●開陽館('｣､木まで)ず(01537)４－２３６０Ｖ
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